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開花に向けて
         　　　　 　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　校 長  矢島　直行
　                                           　　　　　　　　　　　　
令和７年度も残り１か月となりました。校庭の桜の蕾も膨らみ、これから花を咲かせようと準備をしています。身近なところで春の訪れを感じることができます。
この１年間を振り返りますと、日々の学習とともに、遠足、移動教室、運動会、そして１０年に一度の開校７０周年記念式典など、様々な行事がありました。一つ一つの活動では、時には厳しい試練もあったかと思いますが、それを乗り越えたからこそ、今の大きな成長があります。高い目標に向かって困難な壁を乗り越えてこそ、自分自身を大きく成長させることができるのです。
卒業を迎える６年生は、コロナ禍１年目に入学してきました。入学式の後、２か月の臨時休校となり、誰もが大きな不安を抱えてのスタートでした。しかし、保護者と地域の皆様のご協力、そして何より子供たち自身の頑張りによって、この未曾有の困難を乗り越えてきました。多くの制限の中でも、今できることを工夫し、前を向いて取り組んできた経験は、これから先の人生で必ず大きな力になると信じています。
今年は卒業を控えた６年生と、グループごとに給食を共にする「会食」を行っています。応接室で給食を食べた後、校長室で一緒に話しています。「小学校生活で楽しかった思い出」を質問しますと、「移動教室」「運動会」「マーチング」という答えが返ってきます。会話の中から、子供たち一人一人が充実した学校生活を送ることができたことが分かります。また、「中学校で頑張りたい部活」「将来の夢」を尋ねると、自分の言葉でしっかり語る子供もいれば、じっくりと考えている子供もいます。６年生の子供たちには、この後、１時間の授業時間をいただいて各クラスで、私自身の経験を交えながら、「夢は強い意志をもつことで、かなえることができる」と伝えていく予定です。夢や目標は途中であきらめてしまったら、その時点でかなえることはできません。遠回りをしても自分の夢をあきらめずに頑張ることにより、夢をかなえることができます。もし図らずも夢がかなわない場合でも、その努力の過程で得た力は、必ず次の扉を開く鍵になります。
校長室での会話は昼休みまで盛り上がり満足そうな表情で戻っていく子供たちの姿が見られます。限られた時間ではありますが、一人一人の子供たちと言葉を交わすひとときは、私にとってもかけがえのない時間となっています。卒業する６年生が、小学校生活での楽しい思い出となるとともに、本校で学んだことを生かしながら、自分の夢に向かって努力を積み重ね挑戦してもらいたいと願っています。
先日まで、４年に一度のオリンピック冬季競技大会がイタリアのミラノ・コルティナで開催されました。夢の舞台を目指し、努力を積み重ねてきた選手の姿は、「最後まで諦めない意志」の大切さを私たちに教えてくれました。引き続きパラリンピック冬季競技大会が開催されます。頑張っている選手をみんなで応援したいです。
本年度も残り１か月です。「もう、あと１か月しかない」ではなく、「まだ、１か月ある」と考えると時間を計画的に活用することができます。卒業する６年生はもちろん、１年生から５年生のみなさんもこれまでの歩みを自信に変え、春に自分らしい満開の花を咲かせてくれることを楽しみにしています。　
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